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2017 年度 第 3回 
大阪歯科大学医の倫理委員会 議事要旨 
 

開催日時：2017年 9月 13日（水）9時～ 

場 所：楠葉学舎 5号館 3階 大会議室 

委  員：森田委員長 樫副委員長 西川委員  松本委員   辻林委員 

有田委員  竹村委員  大久保委員 西堤外部委員  赤瀬外部委員  

議事  

１．審査. 

1）受付番号 17----＜承認＞ 

申請者：川本 章代（高齢者歯科学講座 講師） 

課題名：歯肉溝滲出液中の miRNAを用いた老化因子の関連性調査 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、研究目的の内容を一部変更することを条件とする承認とした。委員より下記の

通り修正指導があった。 

【修 正 点】 

申請書類の文言を加筆修正 

 

2）受付番号 18----＜承認＞ 

申請者：大和 麻琴（歯科矯正学講座 専攻生） 

課題名：正貌セファロ矯正診断における CT立体画像活用の有用性について 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。ただし、委員より下記の通

り修正指導があった。 

【修 正 点】 

申請書類の文言を加筆修正 

 

3）受付番号 19----＜承認＞ 

申請者：小林 睦昌（歯学研究科 口腔衛生学専攻 大学院１年生） 

課題名：唾液を検体とした新しい齲蝕活動性試験構築のための基礎的研究 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。ただし、委員より下記の通

り修正指導があった。 
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【修 正 点】 

 申請書類の文言を加筆修正  

 

２．研究計画変更の申請について 

1) 研究方法の変更---≪承認≫ 

申請者：秋山 広徳（歯科放射線学講座 講師） 

課題名：3Ｄプリンタを利用した口腔癌高線量率組織内照射シミュレーション用ファント 

ムの作製-パイロットスタディ 

承認番号：大歯医倫第110887号 

【変更後の内容】 

・研究方法の変更 

【修正点】 

申請書類の修正箇所なし。 

 

2) 所属長の変更、担当者の追加、研究方法の変更---≪承認≫ 

申請者：森田 達（歯学研究科 高齢者歯科学専攻 大学院3年生） 

課題名：嚥下力測定装置の開発 

承認番号：大歯医倫第110905号 

【変更後の内容】 

・所属長の変更 

・担当者の追加 

・研究方法の変更 

【修正点】 

本研究においては一定の成果を得られたため、今回の研究を一旦終了扱いとし、研究 

内容を一部変更したものを新規で申請いただく。 

 

３．研究終了報告書・研究成果報告書について 

1)  

申請者：山本 浩貴（口腔外科学第二講座 講師（非常勤）） 

課題名：エナメル上皮腫の分化能と増殖能に及ぼすレチノイン酸の影響 

承認番号：大歯医倫 第 110845号 

2)  

申請者：藤井 智子（口腔外科学第二講座 助教）※研究終了報告書のみ 

課題名：咀嚼筋腱・腱膜過形成症における下顎運動および咀嚼筋活動について 

承認番号：大歯医倫 第 110334号 

3)  
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申請者：安積 瑛子（歯科矯正学講座 助教） 

課題名：in vitroにて作成したヒト脱分化脂肪細胞由来軟骨細胞の生体内挙動解析 

承認番号：大歯医倫 第 110790号 

4)  

申請者：蒲生 祥子（歯科放射線学講座 講師）      

課題名：唾液腺に発生した粘表皮癌の CT,MRI所見  

－過去 20年間に本学を受診した 20例の後ろ向き研究－ 

承認番号：大歯医倫 第 110888号 

5)  

申請者：氏井 庸介（歯科矯正学講座 講師（非常勤）） 

課題名：矯正治療における歯肉結合組織リモデリングの影響についての生化学的検討 

承認番号：大歯医倫 第 110326号 

6)  

申請者：渋谷 友美（高齢者歯科学講座 講師） 

課題名：嚥下時の口唇圧と咽頭圧との関係 

承認番号：大歯医倫 第 110755号 

 

４．学校法人大阪歯科大学臨床研究利益相反管理規程の改正について 

  利益相反の状況把握のため、臨床研究担当者は利益相反自己申告書を年１回提出して 

いるが、今後は変更のあった時点で利益相反自己申告書を提出するよう規定を改正す 

る意見があった。 

また、第5回医の倫理委員会までに次の検討事項について決定し、上記の内容と併せ 

て４月に改正を行う。 

＜検討事項＞ 

・医療保健学部の教員を委員に追加するかどうか。 

・主任教授以外の教員を委員に選任できるようにするかどうか。 

・委員の人数と構成。 

５．医の倫理委員会へのペーパレス会議システム導入について 

医の倫理委員会へのペーパレス会議システム導入について、次の理由により、導入し 

ないこととなった。 

＜理由＞ 

・ペーパレス会議システムは学内でしか資料の確認ができない。 

・申請書の加筆・修正を行いにくい。 

６．人を対象とした医学系研究に関する講習会受講について 

人を対象とした医学系研究を行っている担当者で、9月開催の講習会を受講できな 

かった教員がいたため、10月にも講習会を開催することとなった。 
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７．その他確認事項 

次回委員会は2017年11月8日(水)に開催することとなった。 


